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Painted History

告
白
と
恍
惚〈
エ
ク
ス
タ
シ
ス
〉と

画
家
た
ち
の
美
術
史

1990年、軽井沢高輪美術館「ART TODAY '90」展の会場にて。東京芸大
4年時に開いた初個展で発表したマークシ－トの答案用紙による作品と、
180ｍのソロバンが壁に延びる《エンドレス・ソロバン》を出品した

鷹
見
明
彦
＝
文

森
田
兼
次
＝
写
真﹇
＊
印
﹈

暗
室
に
な
っ
た
美
術
館
の
公
開
制
作

室
で
は
、
色
光
に
照
ら
さ
れ
た
壁
に
向

か
っ
て
、
黙
々
と
カ
ラ
ー
・
チ
ャ
ー
ト
を
描

く
作
業
が
つ
づ
い
て
い
た
。
１
秒
ご
と
に

切
り
替
わ
る
赤
と
緑
の
ラ
イ
ト
に
よ
っ

て
、
色
分
解
さ
れ
て
見
え
る
色
で
カ
ラ

ー
・
チ
ャ
ー
ト
を
つ
く
り
直
そ
う
と
す
る

行
為
に
は
、
い
っ
た
い
ど
ん
な
意
味
が
あ

る
の
か
…
…
。

「
私
の
作
品
の
根
本
に
は
、
子
ど
も
の

こ
ろ
通
っ
て
い
た
教
会
の
日
曜
学
校
で
聴

か
さ
れ
た
聖
書
の
言
葉
、『
あ
な
た
を
迫

害
す
る
者
の
た
め
に
祈
り
な
さ
い
』と
か
、

『
右
の
頬
を
打
た
れ
た
ら
左
の
頬
も
差

し
出
し
な
さ
い
』
と
い
っ
た
福
音
書
の
言

葉
が
影
響
し
て
い
ま
す
。
信
仰
を
持
っ
て

は
い
ま
せ
ん
が
、
そ
の
逆
説
的
な
反
抗
と

も
い
う
べ
き
認
識
は
、
子
ど
も
の
と
き
か

ら
日
常
生
活
の
規
範
に
な
っ
て
い
ま
し

た
」。

「
小
学
校
の
終
わ
り
ま
で
は
、
ヴ
ァ
イ
オ

リ
ン
を
習
わ
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
上
達

せ
ず
に
苦
痛
で
し
た
。
い
ろ
い
ろ
コ
ン
プ

レ
ッ
ク
ス
が
あ
り
ま
し
た
ね
。
美
術
を

や
り
た
く
な
っ
た
の
は
高
校
に
入
る
直

マークシ－ト　1990  
紙、オフセット印刷、
HB鉛筆、机、椅子

豊
嶋
康
子

30

1990
「作品を見せるのは、
〈罪〉を告白することに
似ています」
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を
そ
の
ま
ま
使
っ
て
、
す
べ
て
の
碁
石
を

白
黒
折
半
の
石
に
改
変
し
た
《
名
人

戦
》
や
、
サ
イ
コ
ロ
、
安
全
ピ
ン
、
鉛
筆
、

定
規
と
い
っ
た
日
用
品
の
機
能
や
シ
ス
テ

ム
に
介
入
す
る
作
品
の
リ
ス
ト
が
増
え

て
い
っ
た
。

《
ミ
ニ
投
資
》（
１
９
９
６
〜
）
は
、
証
券
会

社
が
個
人
投
資
家
向
け
に
販
売
し
た

「
株
式
ミ
ニ
投
資
」
に
投
資
す
る
作
品
。

「
身
近
な
物
事
を
扱
う
作
品
に
欲
求
不

満
を
感
じ
る
よ
う
に
な
っ
て
、
も
っ
と
継

続
し
て〈
全
体
〉に
関
わ
る
よ
う
な
事
実

を
作
品
と
し
て
扱
い
た
く
な
り
ま
し

た
」。

「
そ
の
こ
ろ
、『
水
俣
み
な
ま
た

・
東
京
展
』
と
い
う

展
覧
会
で
市
民
運
動
の
資
料
展
示
を
見

て
、〈
一
株
運
動
〉
を
知
り
ま
し
た
。
一

株
で
も
株
主
に
な
れ
ば
、
大
き
な
資
本

の
全
体
の
一
部
と
し
て
存
在
し
ま
す
。

株
式
投
資
の
ハ
ウ
ツ
ー
本
で
学
習
し
て
、

は
じ
め
は
、
株
券
や
取
引
報
告
書
な
ど

が
作
品
に
な
り
ま
し
た
が
、
現
在
は
、
オ

ン
ラ
イ
ン
・
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
の
有
価
証

券
明
細
表
で
、
自
分
が
投
資
し
た
銘
柄

の
毎
日
の
変
動
を
公
開
し
て
い
ま
す
」。

色調補正　2005～　カラーカード、アクリル絵具、RGB調光蛍光灯、
色補正フィルター、ビデオカメラ、モニターほか　
201色のカラー・チャートを、赤と緑のライトが1秒ごとに交互に照らし
つづける。作家は、それぞれの色光下でチャートと同色に見える色を、
色名を隠した絵具を混ぜてつくっていく。モニターの画面には、色補
正フィルターを付けた、ビデオカメラを通したカラー・チャートが映され
ている。写真は、緑のライトの場合（次ページは赤のライト）［＊］

独
習
し
ま
し
た
。
飯
村
隆
彦
さ
ん
の『
映

像
実
験
の
た
め
に
』
と
い
う
本
で
、
原
稿

用
紙
の
マ
ス
目
を
フ
ィ
ル
ム
の
コ
マ
数
に
置

き
換
え
た
作
品
の
解
説
を
読
み
、
表
現

す
る
際
の
方
法
論
を
私
な
り
に
つ
か
み

ま
し
た
。
生
活
の
な
か
で
日
常
や
っ
て
い

る
こ
と
の
延
長
が
、
表
現
の
素
材
に
な

る
の
だ
と
」。

《
マ
ー
ク
シ
ー
ト
》（
１
９
９
０
）
は
、
マ
ー

前
で
し
た
が
、
絵
は
、
独
り
で
決
断
し
て

描
け
る
の
で
、
現
実
逃
避
を
正
当
化
で

き
る
よ
う
な
気
が
し
た
の
で
す
」。

高
校
に
入
る
と
地
元（
埼
玉
県
小
川
町
）

の
絵
画
教
室
に
通
い
出
し
た
。「
東
京
芸

大
の
油
画
を
出
た
若
い
先
生
で
し
た
。

東
京
の
予
備
校
で
も
教
え
た
経
験
が
あ

る
人
で
し
た
が
、
１
枚
１
枚
じ
っ
く
り
と

仕
上
げ
さ
せ
て
く
れ
ま
し
た
。
高
校
が

好
き
で
は
な
か
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
人
嫌

い
に
な
っ
て
、
絵
な
ら
別
な
次
元
に
逃
げ

ら
れ
る
と
思
い
ま
し
た
」。

１
９
８
６
年
、
多
摩
美
大
の
絵
画
科

に
入
学
す
る
が
、
翌
87
年
東
京
芸
術
大

学
絵
画
科
油
画
専
攻
に
入
り
直
し
た
。

「
実
技
の
授
業
よ
り
も
、
三
木
成
夫
先

生
の
生
物
学
や
解
剖
学
の
講
義
が
た
め

に
な
り
ま
し
た
。
三
木
先
生
が
、
ヤ
ツ
メ

ウ
ナ
ギ
の
図
を
均
質
な
筆
圧
で
黒
板
に

描
か
れ
る
の
に
感
心
し
た
り
、
西
江
雅

之
先
生
の
文
化
人
類
学
で
は
、
民
族
に

よ
っ
て
色
名
の
数
が
ち
が
う
話
な
ど
を

興
味
深
く
聴
き
ま
し
た
」。

「
大
学
院
は
、
榎
倉（
康
二
）先
生
の
教

室
に
進
み
ま
し
た
が
、
現
代
美
術
は
、

ミニ投資　1996～　株券　個人蔵

2005
「1秒ごとに現れる色が変わるので、
常に補正をし続けることになります」

ジグソーパズル　1994
ジグソーパズル１函
上――インスタレーション
風景　写真提供＝ギャラリ
ー360°
下――ジグソーパズルの函
とその絵柄

ク
シ
ー
ト
式
の
答
案
用
紙
の
回
答
欄
を

残
し
て
、
欄
外
の
余
白
を
す
べ
て
塗
り
つ

ぶ
し
た
初
期
作
。
大
学
４
年
の
時
の
初

個
展
に
出
品
し
た
。「
机
と
椅
子
は
、
大

学
で
処
分
す
る
も
の
を
も
ら
っ
て
使
い
ま

し
た
。
同
じ
年
の
秋
に
軽
井
沢
の
高
輪

美
術
館（
現
セ
ゾ
ン
現
代
美
術
館
）の
企
画

展
に
参
加
す
る
こ
と
に
な
っ
て
、
こ
の
作

品
と
フ
レ
ー
ム
の
両
端
を
外
し
た
ソ
ロ
バ

ン
が
館
内
に
延
び
て
循
環
す
る
作
品
を

展
示
し
ま
し
た
」。

《
ジ
グ
ソ
ー
パ
ズ
ル
》（
１
９
９
４
）
は
、
普

通
に
繋つ
な

げ
ば
決
ま
っ
た
絵
柄
が
完
成
す

る
は
ず
の
ジ
グ
ソ
ー
パ
ズ
ル
一
函は
こ

分
の
ピ

ー
ス
を
、
ラ
ン
ダ
ム
に
繋
い
で
ギ
ャ
ラ
リ

ー
の
壁
を
這
い
廻
ら
せ
た
作
品
。

「
繋
ご
う
と
す
れ
ば
、
別
な
繋
ぎ
方
も

で
き
て
し
ま
う
の
で
す
。
あ
と
は
天
井

や
床
に
着
い
た
ら
折
り
返
す
ぐ
ら
い
の

ル
ー
ル
に
し
て
、
繋
い
で
い
き
ま
し
た
。

パ
ズ
ル
の
函
の
絵
柄
と
壁
に
ひ
ろ
が
っ
た

線
は
、
す
べ
て
の
ピ
ー
ス（
部
分
）
を
つ
な
い

だ
全
体
と
し
て
、
同
じ
も
の
で
す
」。

90
年
代
の
半
ば
ま
で
は
、
先
の
作
品

の
ほ
か
に
も
、
囲
碁
の
名
人
戦
の
棋
譜

1994
「パズルの絵柄と壁にひろがった線は、

すべてのピース（部分）を繋
つな

いだ〈全体〉として、同じものです」
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とよしま・やすこ 1967年埼玉県生まれ。91
年東京芸術大学美術学部油画専攻卒業。93
年同大学院修士課程修了。
主 な 個 展 に 9 0 年 田 村 画 廊（ 東 京 ）、
92,97,2000年秋山画廊（東京）、96,99年ギャ
ラリー360°（東京）、97年「クリテリオム25」（水
戸芸術館、茨城）、98年ザ・ギャラリー（ガーン
ジー島、イギリス）、99年セゾンアートプログラ
ム・ギャラリー（東京）、00,04年CAS（大阪）、
01年クーバ・カルチュア（ミュンスター、ドイツ）、
02年 Zlatno Oko（ ユーゴ スラビア ）、
96,98,01,03年M画廊（栃木）など。
主なグループ展は、90年「ART TODAY '90」
（軽井沢高輪美術館、長野）、94年「ダブル・ブ
ッキング」（ギャラリー360°、東京）、96年「イン
プリケイド・オーダー」（ギャラリー美遊、東京）、
97年「〈私〉美術のすすめ」（板橋区立美術館、
東京）、「ART TODAY 1997」（セゾン現代美術
館、長野）、98年「レファランス」（ガレリアラセ
ン、東京）、2000年「現代美術百貨展」（山梨県
立美術館）、01年「2001パドゥルス」（クンスト
ラーハウス・ドルトムント、ドイツ）、02年「ブラ
インド・デート」（クンストハーレ・ブランツ、デン
マーク）、「傾く小屋」（東京都現代美術館）、03
年「幻想と幻視」（平塚市美術館、神奈川）、04
年「パスワード」（CCGA現代グラフィックアート
センター、福島）など。

府中市美術館の公開制作室にて。《色調補正》（2005
～）は、同館の〈公開制作27〉（企画：神山亮子）で3
月12日から4月17日までの間に制作・展示された。
今後も別の機会に継続して発表していく予定［＊］

の
作
品
で
は
、
１
秒
ご
と
に
現
れ
る
色

が
変
化
し
て
、
正
確
な
混
色
が
見
極
め

き
れ
な
い
の
で
、
常
に
補
正
し
続
け
る
こ

と
に
な
り
ま
す
」。

「
ヨ
ハ
ネ
ス
・
イ
ッ
テ
ン
は
、『
色
彩
論
』の

な
か
で
、『
補
正
の
法
則
は
、
生
物
界
で

見
ら
れ
る
。
動
植
物
は
逆
境
に
お
か
れ

る
と
、
機
会
が
与
え
ら
れ
れ
ば
、
そ
の
つ

ど
抵
抗
力
の
す
べ
て
を
動
員
し
て
、
高
度

の
活
動
を
行
い
、
自
己
主
張
を
展
開
す

る
』
と
言
っ
て
い
ま
す
。
私
が
追
求
す
る

個
と
全
体
と
の
関
係
の
コ
ン
セ
プ
ト
に
も

繋
が
っ
て
、
尽
き
な
い
興
味
が
よ
び
覚

ま
さ
れ
ま
す
」。

記
事
の
撮
影
の
た
め
に
暗
室
で
ス
ト
ロ

ボ
を
点
け
よ
う
と
す
る
と
、
眼
を
覆
っ
て
、

「
私
は
設
定
し
た
ラ
イ
ト
の
状
態
以
外
で

は
見
な
い
」と
い
う
。「
作
品
を
見
せ
る
の
は
、

罪
の
告
白
に
似
て
い
る
」
と
も
言
う
作
者

の
、
頑
か
た
く

な
厳
密
さ
に
、
神
に
近
づ
く
た
め

に
は
悦
ん
で
自
ら
を
鞭
打
っ
た
と
い
う
信

仰
者
の
苦
行
と
恍
惚
が
重
な
る
。

４
月
13
日
、
東
京
・
府
中
市
美
術
館
に
て
取
材

◎
た
か
み
・
あ
き
ひ
こ﹇
美
術
評
論
家
﹈

株
の
作
品
の
関
連
で
は
、
各
銀
行
に

口
座
を
作
る
《
口
座
開
設
》
、
別
の
銀
行

の
自
分
の
口
座
に
振
り
込
み
を
重
ね
て

い
く
《
振
り
込
み
》
、
生
命
保
険
に
よ
る

《
生
涯
設
計
》
な
ど
が
あ
り
、
オ
ブ
ジ
ェ
を

は
な
れ
た
作
品
に
は
、
成
績
表
や
表
彰

状
を
公
開
、
複
製
し
た
作
品
や
問
題
集

を
解
い
て
自
己
採
点
し
た
作
品
な
ど
も

あ
る
。

「
社
会
な
ど
の〈
全
体
〉に
よ
っ
て
規
定
さ

れ
た〈
私
〉、
他
者
に
よ
っ
て
表
さ
れ
た

〈
私
〉
を
提
示
す
る
こ
と
で
、
自
分
を
含

む
シ
ス
テ
ム
全
体
の
正
体
に
迫
れ
な
い
か

と
…
…
」。

《
色
調
補
正
》（
２
０
０
５
〜
）
は
、
通
常
の

カ
ラ
ー
・
チ
ャ
ー
ト
を
赤
と
緑
の
ラ
イ
ト

で
交
互
に
照
ら
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
偏

光
下
で
見
え
る
同
色
を
つ
く
っ
て
、
チ
ャ

ー
ト
脇
に
な
ら
べ
て
塗
っ
て
い
く
新
作
。

「
ふ
だ
ん
、
私
た
ち
が
赤
や
緑
と
見
て

い
る
色
は
、
見
る
側
の
内
部
で
起
こ
る

現
象
で
す
。
あ
る
色
を
見
る
と
、
眼
は
、

バ
ラ
ン
ス
を
と
る
の
に
必
要
な
色
を
自
分

の
内
に
つ
く
り
だ
し
ま
す
。
私
た
ち
は

反
射
的
に
色
補
正
を
し
て
い
ま
す
が
、
こ
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